
「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    
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■  次の例に示すようなワークシートワークシートワークシートワークシートをををを活用活用活用活用するするするすることで，自分の考えを明確にして相手に伝えたり，

お互いの情報を整理，比較したりすることができます。  

☆☆☆☆自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを明確明確明確明確にするためのにするためのにするためのにするためのワークシートワークシートワークシートワークシート例例例例        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□□□□ 科目  特別活動（ホームルーム活動） 

□□□□ 学年  第２学年 

□□□□ 単元名 主体的な進路の選択と将来設計 

□□□□ 本時の目標  「私の進路について」をテーマとした作文を結論や理由を明確に発表するとともに，気付

いたことや感じたことなどについて話合うことで，自己の進路や将来についての考えを深め

ることができる。 

□□□□ 学習の流れ（３時間目／全３時間） 

  《前時までの活動内容》各グループの代表者がＨＲ全員の前で作文を発表する。前時は，各グループ内

で一人一人が作文を発表し，各グループから代表者を一名選出している。 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の目標を確認 

 

 

２ 作文「私の進路について」

の発表 

 ○ 各グループの代表者が順

番に発表する。 

○ ワークシートへ記入す

る。 

３ 発表の振返り（まとめ） 

 ○ グループごとに役割分担

を行う。 

○ ワークシートを基に，一

人一人が発表する。 

○ グループの意見をまとめ

る。 

    

 

４ 気づきの発表 

 ○ 各グループの記録者が，

まとめた意見を発表する。 

   

５ 本時の振返り 

 ○ 担任によるまとめ 

 

・自己の進路や将来について考えを深めさせる。 

 

 

・伝えたいことを相手に分かりやすく伝えるよう，工

夫させる。 

・発表の前後にはクラス全員で拍手する。【Ａ】 

・発表を聞く態度を指導する。【Ｂ】 

・自分の考えとの共通点や相違点を見つけながら，発

表の良かった点（内容や仕方）を考えさせる。 

 

・司会，記録，計時係（タイムキーパー）などの役割

を決める。【Ｃ】 

・結論先行で，結論や理由を明確にして相手に分かり

やすく伝える。 

・生徒相互で話合い，グループとしての意見をまとめ

る。【Ｄ】 

 

 

・結論先行で結論や理由を明確にして相手に分かりや

すく伝えていく。 

 

 

・担任が発表内容等と関連づけて，担任自らが進路選

択に当たって苦労した事や，悩んだ事などを語る。                

【Ｅ】 

・発表を聞く態度を肯定的に評価していく。【Ｆ】 

 

 

 

 

 

 

・聞き手が発表者

の意図する事を

的確にとらえて

いる。〔思考・表

現〕（観察・ワー

クシート） 

 

・自分の意見を明

確にし，かつ，

相手の意見を尊

重してグループ

の意見をまとめ

ている。〔思考・

表現〕（観察・ワ

ークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    
高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

 

○ 言言言言いたいことをいたいことをいたいことをいたいことを明確明確明確明確にしてにしてにしてにして書書書書くくくく，，，，根拠根拠根拠根拠をもってをもってをもってをもって話話話話すなどのすなどのすなどのすなどの活動活動活動活動をををを通通通通

してしてしてして，，，，相手相手相手相手にににに分分分分かりやすくかりやすくかりやすくかりやすく伝伝伝伝えることができるえることができるえることができるえることができる。。。。    

○ グループグループグループグループ内内内内でのでのでのでの話合話合話合話合いをいをいをいを通通通通してしてしてして，，，，相手相手相手相手のののの伝伝伝伝えたいことをえたいことをえたいことをえたいことを的確的確的確的確にとらにとらにとらにとら

えたえたえたえたりりりり，，，，自分自分自分自分のののの意見意見意見意見とととと比較比較比較比較してしてしてして，，，，共通点共通点共通点共通点やややや相違点相違点相違点相違点などをなどをなどをなどを見見見見つけたりすつけたりすつけたりすつけたりす

るなどるなどるなどるなど，，，，情報情報情報情報をををを整理整理整理整理しししし，，，，思考思考思考思考をををを深深深深めることができるめることができるめることができるめることができる。。。。 

 

■  「自己決定の場を与える」「自己存在感を与える」「共感的人間関係を育成する」の三つの機能を生か

すことにより，発表発表発表発表やややや話合話合話合話合いをいをいをいを充実充実充実充実させさせさせさせ，，，，自己指導能力自己指導能力自己指導能力自己指導能力をををを育成育成育成育成するするするすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    発表発表発表発表やややや話合話合話合話合いいいい活動活動活動活動をををを充実充実充実充実ささささせるためにせるためにせるためにせるために，，，，生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの三機能三機能三機能三機能をををを生生生生かすかすかすかす    

 

 

 

○ 今回の改訂では，内容の取り扱いについての配慮事項として，「〔ホームルーム活動〕及び〔生徒会活動〕

の指導については，…よりよいよりよいよりよいよりよい生活生活生活生活をををを築築築築くためにくためにくためにくために集団集団集団集団としてのとしてのとしてのとしての意見意見意見意見をまとめるをまとめるをまとめるをまとめるなどの話合い活動や自分自分自分自分たたたた

ちできまりをつくってちできまりをつくってちできまりをつくってちできまりをつくって守守守守るるるる活動活動活動活動，人間関係人間関係人間関係人間関係をををを形成形成形成形成するするするする力力力力をををを養養養養うううう活動活動活動活動などを充実するよう工夫すること」と

いう文言が加わりました。 

○ 学習指導要領解説に，「具体的には，人生人生人生人生とととと生生生生きがいきがいきがいきがい，，，，３０３０３０３０年後年後年後年後のののの私私私私などのなどのなどのなどの題材題材題材題材をををを設定設定設定設定しししし，，，，…………感想文感想文感想文感想文のののの作作作作

成成成成，，，，発表発表発表発表，，，，話合話合話合話合いといったいといったいといったいといった活動活動活動活動」」」」をををを展開展開展開展開するするするするよう例示がなされています。本時においては，今回の改訂で

各活動各活動各活動各活動・・・・学校行事学校行事学校行事学校行事でででで扱扱扱扱うべきとしてうべきとしてうべきとしてうべきとして明示明示明示明示された内容のうち，ホームルーム活動「（３）学業と進路 カ 主

体的な進路の選択決定と将来設計」を扱い，感想文を作成し，それを発表するという活動を設定しました。 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

感想文感想文感想文感想文のののの作成作成作成作成，，，，発表発表発表発表，，，，話合話合話合話合いなどのいなどのいなどのいなどの活動活動活動活動のののの展開展開展開展開をををを重視重視重視重視    

    自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを明確明確明確明確にするためににするためににするためににするために，，，，ワークシートワークシートワークシートワークシートをををを活用活用活用活用するするするする    

 

発表の内容 表現の方法 

発表者 

伝えたいこと（結論） 理由等 工夫していること 理由等 

     

【 発表の良かった点について 】※結論先行で考えをまとめ，発表すること。 

 

各自，希望する役割に立候補させ，話合い

で決定させる。 

 

 

 

 

生徒指導

の三機能 

指導内容等 

自分自身がかけがいのない存在であるこ

とを実感することから，相手を思いやる

ことができ，相手にわかりやすく伝える

ことができる。 

自分のためにもなり，人のためにもなる

ことを基準に，相手の意見との共通点や

相違点を見つけることができる。 

教師と生徒及び生徒相互の人間的ふれ

あいが深まることから，相手を受容し

ながら思考を深めることができる。 

自己指導能力の育成 

お互いの意見を尊重し，意見をまとめさせ

る。 

Ｃ 

Ｄ 

教師が発表内容や発表を聞く態度等を評

価し，生徒に伝える。 
Ｆ 

 
Ｅ 

     

 
Ａ 

     

 
Ｂ 

拍手をすることにより，感謝の気持ちを伝

えていくことの大切さを理解させる。 

発表者の方に顔や体を向けるなど，話を聞

く姿勢が相手を大切にすることに繋がる

ことを理解させる。 

自己決定

の場を与

える 

 

自己存在

感を与え

る 

 

共感的人

間関係を

育成する 

 

教師自ら，自己開示を行う。 

発表や話合いの充実 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 


